
「持続型社会」実現のための「一つの処方箋」
として・・・
「ストック型社会論」を提案してきた。

しかしその前に・・・・
現在が何故「非持続型」なのか？
・・・を理解し合うことが重要である。

地球環境の持続の条件

１．地球の物理的な持続の条件

2．地球の生物的な持続の条件

地球生命活動の
根源

太陽エネルギー

入熱＝出熱（熱収支均衡）

太 陽
地 球

放射熱

放射熱
Ｂ 放射熱

放射熱

放射熱

放射熱

放射熱

Ａ

入

熱

入熱一定，地球表面積一定，

発
熱

地球表面：熱収支均衡 システム

太陽エネルギー

陸 地 海

発 熱

熱放射

地球表面での熱循環

熱放射

対流圏

地 球 大 気

上昇気流

上昇気流

冷却
冷却

赤外線赤外線

地表では熱循環とともに物質循環が起こる 熱収支・物質収支

太陽

排泄物

分 解

（発熱・吸熱）

酸素の放出

物質としての循環

炭酸ガスの発生

（吸熱反応）

Ｃ６ Ｈ１２ Ｏ６ （有機物の生成）

運動＝酸化

６ＣＯ２ + ６Ｈ２ Ｏ ← Ｃ６ Ｈ１２ Ｏ６ ＋ ６Ｏ２

（発熱反応）

太陽エネルギー

（炭酸ガスの吸収）炭酸同化作用
６ＣＯ２ + ６Ｈ２ Ｏ ← Ｃ６ Ｈ１２ Ｏ６ ＋ ６Ｏ２

物質

生物系の関与

（Ｎ、Ｐ、Ｋ・・・）

無機物

地球の生物資源生産性

日照量と降雨量のちがい

土壌･地形と気
温のちがい

〒 805-0059学校法人 九州国際大学 次世代システム研究所

北九州市八幡東区尾倉二丁目６番１号 Tel 093-661-8772  Fax 093-663-1612

生物的均衡の破局の発生

現生人類（ホモサピエンス）の急速な大繁栄

持続の危機の理由

生態系 ピラミッド



出典：「新しい」生態学 －生きられる環境づくりの基礎－

高橋 正征

７５％

２５％

地球上の動物総重量比 地球の収容能力を越えたヒトの大繁栄の理由

⇒ 熱のタイムカプセル

過去の資源ストック（エネルギー）

を喰い潰しているだけ

（吸熱反応）

炭化＝炭素化合物の還元

（発熱反応）

燃焼＝炭素化合物の酸化

炭酸同化作用

（炭素化合物の合成）

太陽エネルギー
6ＣＯ2+6Ｈ2Ｏ⇒Ｃ6Ｈ12Ｏ6+6Ｏ2（吸熱反応）

時間

化石燃料
エネルギーの貯蔵

面積（一定）限界 生息可能個体数限界

島の生態系

（出典： 統計で見る世界 21世紀への展望）

限界収容能力

持続的世界人口

指数的に増加する世界人口

0
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1500

2000

2500

指数的に増加する一人当たり資源量
例：エネルギー消費量（一人当たり）の推移

×103 Kcal

1950 2000

指数的増加

生産と消費の同調 その１（均衡）

自然淘汰による個体数の調整

生産と消費の同調 その２

政治学：個体数の調整
（種間闘争）

競争・闘争による個体数調整 又は 系全体の破局
面積（一定）限界 生息可能個体数限界

島の生態系 持続の条件：生産と消費の同調

同調なければ

‘破局’

先進国予備軍の人々（今後大きくなる）
資源消費量が多い
先進国の人々

途上国の
人々

世界の全ての人々が豊かになれば：地球という船が沈む



現生人類（ホモサピエンス）の
行動特性

欲求原理（野生動物）
と 欲望原理（ヒト科動物）

脳

欲求･欲望と行動

欲求／／充足 快
（行動） （行動停止）

次のレベルの欲望（エンドレス）
（EX．序列／競争心，向上心・・・）

欲望／／充足 幸

脳

幸 ： 1
充足レベル

欲望レベル

充足レベル

欲望レベル
不幸 ： 1 ＞

＜
＝

欲求は有限
欲望は無限

そして我々ヒトは大脳が異常に進化した動物である。

大
脳
の
進
化
に
よ
り
外
部
装
置
と
し
て

進
化
し
た
機
能

超
人
化
・
巨
大
化
し
た
ヒ
ト
科
動
物

大脳

人間社会拡張モデル
（現代文明モデル）

資源･エネルギーの
消費（CO2）・廃棄

資源･エネルギー

地球モデル

太陽エネルギー

難循環
＊上の回転が速くなる程・流通が大きくなる程・地球の負荷増大

科学技術

創造

欲望の実現

流通 生産

消費

欲望

欲望の具現化

欲望の生産欲望の供給

欲望の喚起
欲望の発生

市 場
経 済大脳

競争心・序列

進歩・向上心

好奇心

利便性･安楽性

欲望の増幅

心

欲望の充足

比較

（ニーズ）
（マーケティング）

（シーズ）

（イノベーション）

ヒト経済システム
の拡張モデル

虚構的膨張

投機的資本
の生態系 資本主義経済

資本の生態系

地球の生態系

有限

膨張指向

膨張指向

膨張指向

太陽エネルギー

宿主

寄 生
（パラサイト系） 宿主

宿主実体経済（実業）
の生態系

等価・代替

兌換性

エネルギー

欲望

寄 生
（パラサイト系）

寄 生
（パラサイト系）

資源・エネルギー

ヒトの領域

カネ

通貨

株・証券

利権

ヒト

モノ

配当

投資

制御システム

ヒトも異常に進化した器官ゆえに絶滅することになるのか？

自然淘汰を止めた動物・ヒト

現代文明を俯瞰的に見る

現代社会の危機的状況をつくる三つの現象

① 多様化・細分化・専門分化

② 指数変化

③ ①，②の下でのグローバル化



世の中が複雑化して

全体像が見え難くなっている。

自分の専門分野・関心事しか
見れない。

油布／ＮＳＣ技術（学問）の多様化・細分化（製鐵所・製鋼工場）

（精錬）

・冶金

・（物理）機械

・電気

平炉法 ×

（鋳造）ＩＣ法 ＣＣ法

分野数 ５ １０ ３８ ６６ ８４ （１２０）

９４年まで ９０年 未予測

垂直曲型ＣＣ

水質汚染防止技術

大気汚染防止技術

スラプＣＣ

ピレットＣＣ
環境制御技術

湾曲型ＣＣ

垂直型ＣＣ

ＤＨ法

ＲＨ法

ＫＰ説破法

転炉法（ＬＤ法）

ＬＤスタティック･コントロール

サプランス・ダイナミック・コントロール

ＲＨ／ＱＢ法

ＣＣ大形化
水平ＣＣ

ＤＲ技術
Ａ．Ｓ．Ｓ．技術

ダンディッシュ加熱技術
ＮＮＳＣＣ

電磁撹拌
浸潰ノズル
電磁ルレーキ

溶銅流動制御

トビードカー説硫法

ＲＨ軽処理技術
ＲＨインジェクション

大量溶統予備処理技術
気水冷却技術
ＣＰＣ技術

ＢＯ予知技術
湯面自動制御

高速鋳造技術

取鍋粉体吹き込み法

Ｖ／ＫＩＰ法

新説炭プロセス

・（管理技術） Ｉ．Ｅ

・統計学／根本理論

･電算機

冶金反応工学

燃焼理論
熱力学

回路理論

反応速度論

スラグメタル反応論

凝固理論（基礎）

音響工学

液体力学（炉内液）

ＦＯＴＲＡＮ

ＣＯＬＢＯＬ

統計解析学

線型計画法
Ｑ．Ｃ

ＯＲ／１

凝固組織制御論

超音波工学
粉体工学

液体力学（鋳型内流）

電磁気学

レーザー工学

基礎制御理論

ＢＡＳＩＣ

ネットワーク理論
マイコン

ＶＥ（創造工学）

ＯＲ／２法

ＬＤ／ＣＢ法

ＬＤ／ＯＢ法

転炉多機能化

ファージ理論

ニューロ理論
画像処理理論
Ａ Ｉ 理論

パソコンＯＳ
〃各種ソフト

ＴＤ内流論

電磁流体力学

Ｔ．Ｅ除去理論

反応面積論

急冷凝固理論

（９４）９０８０７０６０年代 ５０

（消滅）

（消滅）

×

細分化・専門分化の結果：部分最適解型社会

全体系（認識不可能）

個人的認識限界

（部分認識）

１９８０

１９７０

１９９０

時間

細分化・専門分化の結果：部分最適解型社会の危険性

部分最適解の総和

≠ 全体最適解

※ ムダの発生

※ 危機の発生

社会の細分化・専門分化の結果：部分最適総和型社会

cf．ツギハギだらけの日本の町風景も部分最適解の総和型

各
専
門
家
は

わ
き
目
も
振
ら
ず

我
が
道
（
専
門
分
野
）
を
突
き
進
む
！

部
分
を
理
詰
め
で
語
る

全
体
を
見
な
け
れ
ば
・
・
・

自
分
の
世
界
が
足
許
か
ら

崩
壊
す
る

全
体
を
束
ね
る
指
揮
者
は
誰
か
？

そ
れ
は
・
・
・

細分化･専門分化 複雑系社会

各分野の交互作用

全体の歪：問題の原因が分からない

全体を認識できない



細分化：専門分化

「分業」により科学技術文明は爆発的に発展

だが持続型社会（目的）に向けた

「協業」ができない！

誰も人類・地球の破局を望んではいない・・・
ただ少しの欲望と

「全体が見えない」だけだ！

①多様化・細分化・専門分化

②指数変化

③ ①，②の下でのグローバル化

現代社会の危機的状況をつくる三つの現象

（その２）
世の中（社会環境・地球環境）の変化が
速すぎる！ 適応が追いつかない！

直線変化 指数（ネズミ算）変化

＊事態は予想より速く変化する。

これまでの50年 今後の50年が危機

基礎技術

指数的発展

マイクロプロセッサーの進展
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パソコンの主メモリー容量
       （Ｍｂyte)

マイクロプロセッサー性能
　           （MIPS)

(MIPS) (Byte)

（出典： 統計で見る世界 21世紀への展望）

応用分野

・指数的発展

・指数的増加

（消費資源量）

世界の１次エネルギー消費量の変遷

（出典： 統計で見る世界 21世紀への展望）

限界収容能力

持続的世界人口

指数的に増加する世界人口

指数（ねずみ算的）変化は非持続的！

自然科学（物理・化学・生物）では
・・・・「破局」に向かうモデル。

人類は自ら指数変化を創り出している！



① 多様化・細分化・専門分化

② 指数変化

③ ①，②の下でのグローバル化

現代社会の危機的状況をつくる三つの現象

（その３）

急速なグローバリゼーションが

危機を加速させた？

グローバル化

○経済システム

○資源循環

○価値観

（地球環境）

技術移転の自由化

資本移転の自由化

資源移転の拡大

（栄養塩類の地球規模偏流）

価値観の急速な国際編流

ギャップ

（文明の衝突）

・・・国際競争から国際闘争への危惧

ＣＯ2発生源の急速拡大

人のアクション

①経済問題

指数変化 ⇒ ②環境問題（資源問題）

③人類文明

タイムラグ

地球・自然のリアクション

人間社会のリアクション
インパクト

大きいほど

大きくなる

人間社会、地球環境の

グローバルな

国際競争から国際闘争への危惧

持続型社会とは・・・

地球環境の条件 ＶＳ ヒトの欲望原理
の問題

私達の「伝統的価値観」は通用するか？

Ex. 人間中心主義
自由
市場主義経済

暴走的に
拡大する
人間社
会

持続型
社会

破局

人間圏・地球圏の共倒れ

人間圏・地球圏の同調

ソフトランディング

ハードランディング

分岐点としての現在

環境と動物の行動

貧困環境･豊かな環境における

動物の行動特性･文化の違い

ヒトはルール（欲望の制御）を作って社会を形成

個人の自由行動（欲望）を律する伝統的手段・・・

○ 法律 ・・・ 暴力／罰
○ 宗教 ・・・ 倫理／道徳罰

現代人の行動（欲望）を喚起しているもの

○ 科学技術的進歩
○ 経済／お金

持続型社会をつくるには・・・・・・・

前述の「現代社会の複合矛盾」を

「まとめて解決」せねばならない！

ヒトの欲望を充たしつつ・・
地球環境の条件に合わす方法

ストック型社会



「持続型社会」実現のための「一つの処方箋」
として・・・

「ストック型社会論」を提案する。

日本社会の矛盾の診断

賃金もＧＤＰも
世界トップクラスなのに・・・

生活が豊かでない理由

なぜ他の先進国並みの暮らしができないか？

ストック（資産蓄積）と生活
（ＱＯＬ）

世界国勢図会 2004/05 ｐ114より

日 本 を 1 0 0 と し た 主 要 国 の 賃 金
(製 造 業 ) 　 ( 2 0 0 1 年 )
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日 本

ス イ ス

デ ン マ ー ク

日本

フ ラ ンス

中国

一 人 当 た り の 家 計 の 最 終 消 費 支 出
(米 ド ル 表 示 ) 　 ( 2 0 0 0 年 )
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ス ウ ェー デ ン

(1 9 9 9 )

デ ン マ ー ク

イギ リ ス

日 本

総務省統計局 世界の統計 2004 ｐ72,73より

日本

フランス

ストック（ＥＸ．家屋）の寿命 国別比較

出典：住宅の寿命分布に関する調査研究（２）（別紙）加藤裕久

「住宅研究財団研究年報」Ｎｏ.18 1991

ストック戸数をフロー戸数で除いた値（年）の国際比較

0 50 100 150

アメリカ（91年）

イギリス（91年）

フランス（90年）

ドイツ（87年）

日本（93年） ３０

７９

８６

１０３

１４１

※ 第二次世界大戦で独・仏は戦災にあった。

戦後復興のプレファブ家屋が更新期にあり

そのデータが含まれていると思われる。



日本人の生涯収支

世代間ストック
（長寿命型資産）

実質生活

生涯コスト

生涯収入

生涯コスト

ゆとり・・・・・・Buffer

前世代
からの
ストック

ヨーロッパ人の生涯収支

次世代
への
ストック

実質生活

当世代収支

住宅
≒６千万円

ゆとり

住宅

ストック型社会と国民生活（生涯収支比較）

個人資産も 国・地方自治体の社会資本も

生涯収入
≒２億４千万円

この収支構造は為替レートとは関係ない

・・・ストック型社会

ストック型社会：
収入格差があっても豊かな生活

社会資本ストックの維持管理・更新投資推計
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(億円)

①新規建設費

②更新費

③維持修繕費

④災害復旧費 10年後　2015年

(平成27年)
　①524億(71.9%)

　②39億(5.3%)
　③130億(17.8%)

　④36億(5.0%)

現在　2005年
（平成17年）
　①580億(79.7%)

　②19億(2.7%)
　③93億(12.8%)

　④35億(4.8%)

20年後　2025年
(平成37年)

　①391億(53.7%)
　②156億(21.4%)

　③145億(19.9%)
　④37億(5.1%)

30年後　2035年

(平成47年)
　①0(0%)

　②541億(74.2%)
　③150億(20.6%)

　④37億(5.1%)

出所 ： 2005年宮城県資料

公共投資に占める老朽更新コスト

世代間倫理：後世代に負担を強いる短寿命型資産ほか 私達の世代（フロー型社会）は
次の世代に何も残していない！

残したものは負の資産
・すぐに劣化する短寿命の資産
（後世代には造り替えの負担）

・後世代への借金
・高齢者の介護/年金の負担

私達はただ働き続けただけなのか？

経済

なぜ国内経済は疲弊するか？

ストック蓄積なき社会の矛盾

世界トップクラスの賃金
国際コスト競争力の低下

グローバリゼーションと国内産業

グローバリゼーション

資本＆技術の国際移転

（自動化技術などの進歩）

経済
日本の生産コストと賃金連関 連関コスト：累積人件費

中間財製造コスト（設備）

中間財生産コスト（鉄）

最終財生産コスト

人件費

８０％

人件費

４０％

人件費

２０％

素材・エネ

据付作業費

加工作業費

設 計 費

営 業 費

設備償却費

管 理 費

そ の 他

土地代・金利

税金・公共費

その他

直営作業費

管 理 費

外注作業費

原料・燃料

２０％

設備償却費

１８％

７％

７％

８％

鉄 １５％

その他の素材

内装品

２０％

設備償却費

１０％

エネルギー

土地代・金利

税金・公共費

その他５％

１０％

７％

８％

素材費

２０％

管理 ５％

ライン １５％

累積人件費

（60～70％）

他の中間財（省略）

人件費＝人数×賃金

学校法人 九州国際大学 次世代システム研究所

〒 805-0059 北九州市八幡東区尾倉二丁目６番１号 Tel 093-661-8772  Fax 093-663-1612

国際競争と人件費インパクト

（高密度労働の要） （ゆとり労働）
学校法人 九州国際大学 次世代システム研究所

〒 805-0059 北九州市八幡東区尾倉二丁目６番１号 Tel 093-661-8772  Fax 093-663-1612

① 資源コスト

② 設備コスト

③ 人件費

（人数×賃金）

サービス

Ａ 高賃金国 Ｂ 低賃金国

一 定 一 定（サービス同じ）

（設備価格同じ）

（燃料価格同じ）

国際競争の激化（日本の産業経済の選択肢）

資源価格・モノの価格の国際化

品質＆コストの国際化

日本へのコスト圧増大の抑制

①資源コスト

②設備コスト

③人件費 ・・・世界トップレベル ⇒ 改善

格差社会の原因：賃金格差（子会社化・非正規社員）

空洞化
（国内雇用の消失）

学校法人 九州国際大学 次世代システム研究所

〒 805-0059 北九州市八幡東区尾倉二丁目６番１号 Tel 093-661-8772  Fax 093-663-1612

産業の海外移転

（国内雇用の存続）

資源価格・モノの価格の国際化

・・・国際均一

高賃金は
必ずしも豊かな生活を保障しない！

高賃金は日本のコストを高め
経済の国際競争力を低下させる！

フロー型社会はエンドレスの市場

相応の賃金でもストック（資産）蓄積で
豊かな生活を得て
安定した経済構造にできる。



ストック（資源蓄積）

と地球環境

全自然系
人間社会

ＥＸ．再生産期間２００年

人間の利用

地球の資源生産と人間の資源消費の不一致

利用期間３０年

廃棄

森林消滅

ＣＯ２固定機能消失

（再建時ＣＯ２発生）

×

ストック型社会と地球環境問題

学校法人 九州国際大学 次世代システム研究所

〒 805-0059 北九州市八幡東区尾倉二丁目６番１号 Tel 093-661-8772  Fax 093-663-1612

日本のエネルギー消費構造

（2003年度 部門別最終エネルギー消費）

運輸部門

3813旅客

2349

民生部門

4462

業務

2374

家庭

2088

製造業

6850

その他

2614

鉄

1750

非製造業

787

最終ｴﾈﾙｷﾞｰ消費

１５,９１２
（単位：１０＾１５Ｊ〔ＰＪ〕）

化学

2486

産業部門

7637
貨物

1464

資源エネルギー庁 総合政策課 『2003（平成15）年度におけるエネルギー需給実績について』 よりグラフ化

長寿命化は

・省エネ

・エネルギー蓄積

である。
産業部門

37.9

6.8％

家庭 13.3

業

務

15.7

民生

部門

29.0

運輸部門

20.7

3.8

エネルギー
転換部門

廃棄物･その他 1.8

12億５５３０

万ｔ

工業プロセス

わが国の二酸化炭素排出量の部門別内訳

（2003年度） （二酸化炭素換算）

日本のＣＯ2排出量の比率

（出典 ：日本国勢図会 2005／06）

政策課題：

CO2排出基準の

世代的認識

長寿命化は

ＣＯ2削減

フロー型社会は
資源を浪費しCO2発生を繰り返す！

ストック型社会は
資源を蓄積し、資源浪費を回避する。
日本でも資源自立は可能。

資源を長期間使い続ければ・・・
人間社会の中でCO2固定が続く。

持続できない地球環境

資源大量消費（大量生産）

大量廃棄物処理

森林減少

環

境

ゆとりの欠如

生活不安

（社会不安） 食料自給率低下

雇用不安定

生

活

産業空洞化

（第一次、第二次、第三次）

産業災害多発

大型プロジェクト失敗

財政枯渇

経

済

リストラ・非正規社員・賃金格差

ストックレス

高生活コスト

高賃金

短寿命

教育・サービス

（高社会コスト）

高生産コスト

日本人を

活かせない

食料など

海外依存

ＣＯ２

学校法人 九州国際大学 次世代システム研究所

〒 805-0059 北九州市八幡東区尾倉二丁目６番１号 Tel 093-661-8772  Fax 093-663-1612

賃金・GDP世界一

だが,豊かさのない生活

格差社会



近未来の診断

（出典： 統計で見る世界 21世紀への展望）

限界収容能力

持続的世界人口

指数的に増加する世界人口

2050年って？
２０５０年のストック型社会２０５０年のストック型社会
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地球温暖化による海面上昇予測

最も悪いシナリオ

ＣＯ２濃度 ９７１ppmの場合

最も良いシナリオ

ＣＯ２濃度 ４７８ppmの場合

※ １９９０年を基準に

出典：ＮＡＴＩＯＮＡＬ ＧＥＯＧＲＡＰＨＩＣ 2004.9 他を参照

（m）

（年）

次の世代では

建替え・造り替えできない！

環境的・資源的・人口的・経済的
等々の理由から・・・。

バックキャスティング政策 Think Global, Act Local & Think Future, Act Now ! 
（予測） 

世界（社会）と地球   世界人口                            気候予測シミュレーター 

＊経済の成長                            ↓     ↑ 

資源の生産量と消費量／バランス            近未来政策シミュレーター 

                    食料 

                    エネルギー 

地球環境／諸指標 

   日本の状況 ⇒ 

現在・・・・・・・・・・・・・2015・・・・・・・・・・・・・・2030・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2050・・・・・

 

（国・地方自治体・各産業・国民のバックキャスティング政策） 

日本（国家として）   ・・・・・・・・・いつ頃までに何をなすべきか！  （限界のゴール or 「ゆとり」のゴール）             

各地方自治体     ・・・・・・・・・いつ頃までに何をなすべきか！  （限界のゴール or 「ゆとり」のゴール） 

 

第 1次産業      ・・・・・・・・・いつ頃までに何をなすべきか！  （限界のゴール or 「ゆとり」のゴール） 

第 2次産業      ・・・・・・・・・いつ頃までに何をなすべきか！  （限界のゴール or 「ゆとり」のゴール）  

国民の選択肢 

何がヒトの行動を励起するか！

日本社会の治療法

ストック型社会の作り方
その１ （ハード編）




